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１．研究計画の概要 
 
福祉国家はどこから始まり、どこに行くの
か─。本研究は次の二方向から、福祉国家
理念の起源と現代性を確定する試みであ
る。第１に、1880年代から 1910年代にか
けて、ベヴァリッジの先達たちが福祉国家
の思想的基盤を固めていく方向である。第
２に、1940 年代から 1960 年代にかけて、
ベヴァリッジ自身が福祉国家の強化・拡大
を模索する方向である。 
 本研究は申請者のベヴァリッジ研究を
核に据えたうえでその殻を破り、個人的自
由の侵犯、経済的な非効率、共同体の不在、
一国主義という福祉国家への批判に対し、
真摯に回答することを目的とする。その過
程で、個別思想を越えた「福祉に関する時
代精神・観念」が摘出される。 
 
２．研究の進捗状況 
 
本年度は３年目に当たり、最終年の前年であ
る。上記の概要で、第一の方向に関しては多
くの示唆的な研究成果をあげ、また将来につ
ながる資料を発掘することができた。例えば、
海外においてベヴァリッジおよびラヴィン
トンの経済思想および福祉思想を発表する
ことができた。さらにケンブリッジ大学で、
未公開資料（経済学部や常任評議会の議事
録）を発掘することができた。特に後者の資
料に関して、ケインズ・ベヴァリッジの「自
由社会における計画と福祉」という内容の論
文を執筆中である。 
 
 
３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。第一の方
向については、『経済思想のなかの貧困・福
祉』（ミネルヴァ書房、2011）の編著として
具体的に結実した。中でも「第４章 1910-20
年代の福祉の経済思想」は成果そのものであ
る。他方、第二の方向については、ハイエク
の翻訳などで着手はされているものの、具体
的な成果物としてはまだ挙がっていない 
 
４．今後の研究の推進方策 
 第一の方向性を精査していく中で、ケイン
ズの原典に当たる機会に恵まれた（ケンブリ
ッジ大学キングズ・カレッジ）。そこで、福
祉を促進する「共同体」「中間組織」「自治組
織」に関して、大いに啓発される一次資料を
発見した。ゆえに、今後は、福祉が存続する
条件の(C)共同体（徳）の条件を中心的に精
査するのが効率的であろう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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